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2Cp-3 女子大生の栄養摂収と生活時間　一生活活動の分析一

大妻女大家政　八倉巻和子○村田輝子　森岡加代　丸茂明日香　佐藤朝子

目的　女子大生の生活内容は年々変化しており、とりわけ身体活動が少なくなってきてい

ることが観察される。この状態をより明確に把握するために生活活動を分析し、栄養摂取

量などとの関連を検討した。
方法　対象：本学食物科の学生500名。時期:1992年6月。調査内容：生活時間調査、食物

調査、食意識･行動･自覚症状等のアンケート調査。

結果　対象者各人の生活活動指数から生活活動を分類し、体型、生活内容、栄養摂取量な

どとの関連について検討した。生活活動指数をパーセンタイル法を用いて分類し、25パー

センタイルをＡ群(～0.37), 25～75パーセンタイルをB群(0.38～0.51), 75パーセンタイ

ルをC 群(0.52～)とした。1)体型：各群のカウプ指数はＡ群20.50, B群20.29, C群20.27で
ある。2)生活内容：それぞれの生活内容に要した時間は、他の群に比べてA群では睡眠、

Ｃ群では通学・移動に多くの時間を費やしている。3)栄養摂取量：各群の栄養摂取量には

相違はみられないが、変動係数でみると、Ｂ群は他の群に比べて変動係数が小さく、Ｃ群

は大きくなっている。4)摂取及び消費エネルギー：各群のエネルギー摂取量は、A群I,641

kcal, B群I,644kc8l, C群1.682kc8lであり3群間に差はみられない。消費エネルギーは

l,886kcal･1.958kcal･2,lS4kcaIであり、エネルギー出納は各群ともにその出納が負である。

その他、食意識・行動などについても検討した。

　対象女子大生は生活活動指数の高低にようて生活内容やエネルギー出納に相違がみられ、

栄養摂取量については違いがみられない。以上のことを考察すると、女子大生の生m活動は、

生活内容の中で、とりわけアルバイトや移動などの行動が関わっていると考えられる。

2Cp-4 不規則な食生活が身体に及ぼす影響について

琉球大,学教育学部○瀬戸理恵　上江洲条子　宮城節子

［目的丿今βの若年者は不規則な食生活をおくるものが増加し、身体状況において問題点

が挙げられている．沖縄県中学生の３００人について食生活に関するアンケート調査を行

なった結果、朝食欠食や塾の日の夕食時問や睡眠時間の不規則さがみられた．そこで今回

は、アンケート調査に併せて不規則な食生活を長期間続けると身体にどのような変化をも

たらすのかを知る目的で２種の系統のマウスについて生存率と体重変化を測定した．

　Ｅ方法] 6週齢の２種の系統のマウス( 8ALB/C, C57BL)を、自由食群1 5匹（BAIB/C6K, C

57BL9I) 、制限食群1 5匹（BALB/c9匹、C57BL6匹）に分けた．制限食群（9:IIO~lli:00投

与）については８週齢までは自由食群と同じように飼育し. 8週齢から1 1 適齢は制限食、

12 9齢から1 5週齢までは自由食, 1 6週齢以降は１週間おきに制限した．

　【結果】現在の生存率は、自由食扉BALS/cは5IU!. C57BI.はH. i%であり．制限食群はBALB/

cが11. IX, CS7BLはse. IXであった．自由食群については両方の系統に差はなかったが、制

限食扉の場合, BALB/Cは生存率が極端に低く．逆にamは、自由食群よりも制限食の生

存率が高く両者の系統の間に差がみられた．体重変化においては. BALB/c. C57BLともに

自由食群より制限食群の方が体重は増加していた．摂食量についてはBALB/cの場合、自由

食も制限食も増減しながらも互いに増加しており、その差はあまりみられない. CS7BLの

場合は自由食群、制限食群ともに一旦減少し、徐々に増加し始めた．しかし、自由食群の

平均摂取量は制限食群より有意に（P(0. 01)多かった．
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